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JAPANESE KANBUN READER 日本漢文読本、目録 

 

本文、書き下し、通釈（英語）、語釈（英語） 

 

純漢文 

『論語』(抄) 

『蒙求』孫康映雪（蛍の話） 

『千字文』（抄） 

 

『日本書記』「十七条憲法」（抄）など 

  

漢詩人とその散文、平安時代 

菅原道真（８４５−９０３年）、『菅家後集』（９０３年）、七律、「秋夜」

「不出門」など 

『本朝文粋』十二、記「富士山」都良香（８３４−８７９年）、伝「道場法師」

都良香、『和漢朗詠集』春暖、都良香の漢詩 

 

漢文説話集、訓読文体と和文文体を混用した説話集 

『日本霊異記』（８１０−８２４年）上９、『今昔物語集』26−１（抄）、鷲若

子をつかみ取る話、『日本霊異記』上２、「狐を妻として子を生ましめし録」 

『本朝文粋』（８１０−１０３７年）no. ４２７, 宇多院の河原院左大臣の話、

『江談抄』三, no.３２、『今昔物語集』２７−２（抄） 

 

和漢文学 

大伴旅人、梅花歌序、『万葉集』、和歌（抄） 

『古今和歌集』真名序 (抄)、 仮名序 (抄) 

『和漢朗詠集』「山家」、no.５５４, 遺愛寺鐘、no.５５５、蘭省花時、白居易の

漢詩、『枕草子』「頭の中将の」no. 80、など 
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藤原定家『詠歌大概』詩論から歌論へ、 

鴨長明『方丈記』、延徳本、真字本、仮名本と真名本（抄） 

 

往来物と書簡、候文 

『庭訓往来』（南北朝時代から）新古典文学大系５２、候文 

正月五日状、往信、正月五日状、返信 

『文通大全』近世の書簡文、女性の手紙、男性の女への手紙、など 

松尾芭蕉の書簡、「勃勃たる新風への意欲」など 

 

古文書、漢文日記 

藤原実資『小右記』（９７８−１０３２）近来の気色、など 

藤原定家『明月記』（１１８０−１２３５）名月片雲無し 

『中外抄』新古典文学大系３２（抄） 

参考文献 

『古文書の語る日本史』 

 

江戸時代の漢文・漢詩 

頼山陽、漢詩、『日本外史』楠正成（まさしげ）の話（抄） 

佐藤一斎、「惜陰」『言志録』（げんしろく）（１８６４） 

 

漢文と戯作 

寺門静軒（１７９６−１８６８）『江戸繁昌記』（１８３２−３６）「しばい」

（劇場）（抄） 

 


